
◆実車ガイド
・ ＥＨ５００形は、ＥＦ６５・ＥＤ７５の置き換えと性能向上をめ

ざし、２両連結方式で、2000年3月から運用開始しました
・ ２次形は３号機から９号機までの車両で、ヘッドライトが

正面窓下に配された前面と、前面から運転席後方まで
黒色の塗り分けがある姿が特徴です

・ 貨物列車のけん引に関東～東北～青森間で運転中
・ ３次形は１０号機以降の車両で、少しずつ改良されなが

ら、現在８１号機まで増備されて活躍しています
・ 門司機関区に所属するＥＨ５００は関門トンネル区間を

含む幡生操車場－福岡貨物ターミナル間を中心に
活躍しています

◆製品化特徴
・ 解放テコを別パーツにて再現（取付済み）
・ 前面手すりは別パーツにて再現
・ スカートの色が車体のグレーと同じ色になった姿を再現
・ 全軸集電、全軸駆動を採用
・ ヘッドライトは常点灯基板装備

・ 台車・床下は灰色で再現
・ 銀色車輪採用
・ 無線アンテナ・信号炎管など別パーツ付属
・ ＴＮカプラー付属
・ フライホイール付動力採用

■ ２次形・新塗装について
・ ＥＨ５００形２次形のＪＲＦマークが無い姿を再現
・ 車番はプレート式で選択式（ＥＨ５００－５・７・８）
・ ＧＰＳアンテナを撤去した姿を再現
・ ＪＲ ＦＲＥＩＧＨＴマーク･金太郎マークは印刷済み

■ ３次形・門司機関区について
・ ＥＨ５００形３次形のうち、門司機関区に所属する

６７～７２号機を再現
・ 車番はプレート式で選択式（ＥＨ５００－６７・６９・７０・７２）

・ ＧＰＳアンテナが無い姿を再現
・ ＪＲＦマーク・ＪＲ ＦＲＥＩＧＨＴマーク・金太郎マークは

印刷済み

<7106> ＪＲ ＥＨ５００形電気機関車（２次形・新塗装） 予価 ￥10,000（税抜）

<7107> ＪＲ ＥＨ５００形電気機関車（３次形・門司機関区） 予価 ￥10,000（税抜）
ＪＲ貨物承認申請中

◆実車ガイド
・ 2000番代は2012年からの国土交通省の省令により、

旅客会社所有機との保安装置の有無を区別するため、
元の車番に1000をプラスする改番が行われ登場しました

・ 2066号機からは、より原色に近く光沢があり、耐候性
にも優れた塗料に変更されました

◆製品化特徴
・ ナンバープレートは赤で再現、

「ＥＦ６５－２０６６・２０６７・２０６８・２０７０」の選択式
・ 屋根上モニターは黒で再現
・ Ｈゴムは黒色で再現
・ 前面手すりは別パーツにて再現
・ 解放テコを別パーツにて再現（取付済み）
・ ＪＲマークは印刷済み
・ ヘッドライトはＬＥＤによる点灯、常点灯基板装備
・ 一体プレート輪心車輪採用
・ 無線アンテナ・信号炎管・冷房用ダクトなど

別パーツ付属
・ ＴＮカプラー付属
・ フライホイール付動力・黒台車枠・銀色車輪採用
・ ミニカーブ走行可能

<7105> ＪＲ ＥＦ６５2000形電気機関車（復活国鉄色） 予価 ￥6,400（税抜）
ＪＲ貨物承認申請中

※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。

新製品インフォメーション 2019年2月発売予定

ﾆｭｰﾗｲﾝﾅｯﾌﾟのＥＨ５００形で貨物列車を楽しもう!

2018年以降に国鉄色に復元されたＥＦ６５-2000を商品化

写真：宇都宮 靖顕 

■２次形・新塗装 

■３次形・門司機関区 


